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④で要求防護係数を求めマスクを
選定する。

⑤でマスクフィッティングテス
ターを使用しフィットファクター

を求める。

①サンプラーを使用し
試料空気の採取を行い、
ろ紙を分析し濃度を求める。



サンプリング（試料採取）機器
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吸引流量2.5 L/minでレスピラブル粒子
の捕集が可能

レスピラブル（吸入性）粉じん
→４μm以上の粒子を50％カットした
粉じん

PM4個人サンプラーセット慣性衝突式サンプラー NWPS-254型

ろ紙PTFEバインダーフィルター “TF98R”

溶接ヒューム サンプリング機器
★原則２人以上の作業者に装着が必要→２セット必要

サンプリングに必要なものが
全て揃ったセット品





フィットテスト
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金属アーク溶接等作業を継続して屋内作業場で行う事業者

屋内作業場とは
• 作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁・羽目板その他のしゃへい物が設けられている場所
• ガス、蒸気又は粉じんがその内部に滞留するおそれがある場所

※燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、溶断、ガウジングは含まれない

※金属アーク溶接等作業を屋外作業場や毎回異なる屋内作業場で行う事業者の
場合は、「呼吸用保護具の選択・使用」は2022年4月1日から義務化されるが、
フィットテストは義務化されない。

フィットテストが対象となる事業者



「金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場に係る溶接ヒュームの濃度の測定の方法等の施行について」
（基発0731第1号令和2年7月31日） ※抜粋

https://www.mhlw.go.jp/content/11305000/000653563.pdf

定量的フィットテスト
‖

マスクフィッティングテスター
を使用したフィットテスト



フィットテストとは
• マスクが顔に密着しているかどうかを厳密に測定する方法
• 人の味覚による定性法、測定器を使用する定量法の2種類
• 作業現場で想定される複数の動作を各1分間行い、
その際の漏れ率を算出する

• 米国ではフィットテストの実施が義務化されている

実施動作（日本産業規格JIS 
T8150:2006）
１．普通の呼吸
２．深呼吸
３．顔を左右にゆっくり振る
４．顔を上下にゆっくり振る
５．話す
６．普通の呼吸

※ 「改訂予定のJIS T8150」
では動作の内容が変更になる
可能性があります。



• 測定器によってマスクの密着具合を測定する方法

• マスクの内側と外側の粉じん数を計測し、
その比率から測定結果を自動算出する

• 測定器を使用するため客観的な判断が可能

• 測定対象のマスク
– 使い捨て式防じんマスク
– 全面形／半面形の取替え式防じんマスク 柴田科学株式会社

労研式マスクフィッティングテ
スター
MT-05U

定量的フィットテストとは



（例）マンガン濃度の最大（C）
が2mg/m3の場合

要求防護係数＝2÷0.05＝40

↓
指定防護係数が
40を上回る呼吸用保護具
を選ぶ！



記録の保存は3年間

フィットテストの基準値。
溶接ヒュームでは「フィットファクタ」
を測定して合否判定する。
（漏れ率や防護係数は使用しない）



定量フィットテストの流れ
1. 指定防護係数が要求防護係数を上回るマスクを選び装着する
2. 事前にトレーニングモード（リアルタイム測定）で装着練習し、
漏れ率が十分に下がったことを確認する

3. フィットテストモードでフィットテストを実施する
→ 結果を保存（3年間）

練習することでフィットテスト
がスムーズに進みやすくなる
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 マスクの性能は、自分の顔に合うマスクを正しく装着したときに
初めて発揮される

 静止状態で正しく装着できていても、作業中の動作
（アゴを引いたり、上下左右を向いたり、話したりなど）
でマスクの位置がズレてしまい、粉じんを吸入してしまうこと
もあるので、定期的にフィットテストを行い、使用している
マスクが十分に合っているかどうか確認することが重要

 フィットテストは測定に数分かかるため、日常的には
フィットチェックを行って漏れ率を管理することが望ましい

マスクを正しく装着する上で重要なこと
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法令ではフィットテストは年に1回しか定められていない
→正しい装着方法を忘れてしまう可能性がある

定期的に定量的なフィットチェックを行い、
漏れ率を常に意識することが望ましい

マスク漏れ率の日常的な管理

定量的なフィットチェックでは
試験ガイドを使用するためマスクに
穴を開けずに測定が行える
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① 年に1回フィットテストを実施
（マスクの型式やサイズを変えた時、顔の形状に変化があった時も行う）

② フィットチェックで日々の管理を行う
（マスクの密着性が保たれているか日常的に意識する）

③ マスクの装着練習や漏れ率がどうしても下がらないときは、
リアルタイム測定を行って原因を探る （装着指導にも効果的）

フィットテスト
（1年目）

フィットチェック（週に1回など） フィットチェック

管理のイメージ

フィットテスト
（2年目）

マスクフィッティングテスターによる漏れ率の継続的な管理の例
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★マスクフィッティングテスター MT-05U型
https://www.sibata.co.jp/products/products-35730/
動画はこちら→ https://youtu.be/QEb4A5vbZDE

★PM4個人サンプラーセット
https://www.sibata.co.jp/products/products-28437/?c=14

関連製品のご紹介
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https://www.sibata.co.jp/products/products-35730/
https://youtu.be/QEb4A5vbZDE
https://www.sibata.co.jp/products/products-28437/?c=14


東日本セールスサポートセンター：03-3822-2111
西日本セールスサポートセンター：06-6362-7321

カスタマーサポートセンター（技術的窓口）：0120-228-766
その他のお問い合わせ： https://www.sibata.co.jp/inquiry/

ご清聴ありがとうございました。

https://www.sibata.co.jp/inquiry/
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